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外国人のためのポルトガル語夏季集中講座見学の記 
――ベイラ・インテリオール大学と EU エラスムス・プログラム―― 
 
Uma reportagem acerca do Curso Intensivo de Língua Portuguesa para os 
alunos estrangeiros realizado na Universidade da Beira Interior (Covilhã), 
no contexto de intercâmbio do Programa Erasmus da União Europeia. 
 
日 埜 博 司（HINO Hiroshi） 
 
 
 
キーワード  ベイラ・インテリオール大学，外国人のためのポルトガル語，
外国語としての日本語，EU エラスムス・プログラム 
 
 
ポルトガルの首都リスボアから高速バスで東北内陸部へ走ること 250 キロ
メートル。起点のセテ・リオス・バスターミナルから所要 4 時間あまり。なだら
かな山々の連なりが迫ってきた。セーラ・ダ・エストレーラ（Serra da Estrela）。
「星の山並み」である。瀟
しょう
洒
し ゃ
な街並みがセーラの山
や ま
裾
す そ
にへばりつくように広
がる。コヴィリャン（Covilhã）の街だ。1993 年，本学はベイラ・インテリオール
大学（Universidade da Beira Interior. 以下，UBI）と交流協定を締結した。爾
じ
来
ら い
，奇特な本学生を温かく迎えてきてくれた UBI は，この街にある。 
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高速道からコヴィリャン市内へ向かうアクセス道路より撮る。手前はブドウ畑 
 
集中講座が行なわれた教室は右手の校舎内にある。古い羊毛染色工場の外観を残し内部
が改装されている 
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中・近世のヨーロッパ。時代を先取りして智を求める者は遍歴の旅に出た。
『愚神礼讃』を著わして強大な教会権力に立ち向かったエラスムスも，そう
であった。拡大を続ける EU（ヨーロッパ連合。ポルトガル語では União 
Europeia）では，このユマニスタ（人文主義者）の名を冠した奨学プログラム
を設け，域内の学生交流を推進し助成している。UBI が毎年夏に実施する
「外国人のためのポルトガル語集中講座」。これもエラスムス・プログラムの
一環である。 
* 
2008 年初夏。野尻俊明前学長が，交流協定の更新を行なうため UBI を
訪問した。そしてこの集中講座に流通経済大学生も参加してよろしい，とい
う承認をもらった。ハンディキャップのある女子学生が手を挙げたが，結局
断念した（UBI が受け入れを拒絶したわけではない。念のため）。 
やっぱり参加者はゼロか。これでは先方の厚意に肩
か た
透
す
かしを食らわせる
ことになる。困っている私を村元マルコ（流通情報学科）が助けてくれた。 
マルコは，ブラジルと日本の二重国籍を有する。私の個人的勧めに応じ，
行きますと即決，その場で携帯電話を操作して，ロンドン経由の格安切符
を予約してしまった。マルコにとって授業は初歩的だったはずであるが，誠
実に（religiosamente! ポルトガル人がよく使う表現。英語の religiously にも
同じ使い方があるようだ）出席しただけでなく，出来ない仲間の手助けまで
やってくれたと，担当のリタ先生（後述）は賞讃の言葉を惜しまなかった（マ
ルコは今春，日本通運に就職する。ポルトガル語が活かせる職場だ）。 
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2009年夏休み。マルコも絶讃していたこの集中講座（EUによる寄付講座
だと言ってよい）を，私はどうしても覗
の ぞ
いてみたくなった。マルコを指導してく
れたリタ先生へ直接感謝を伝えもしたかった。 
本学からの参加希望がゼロであったときに備え，娘を連れてゆくことにし
た。結局，小
お
倉
ぐ ら
健
た け
史
し
（社会学科一年。以下タケシ。あちらでは学生に向かっ
てファミリーネームなんか使わない）が加わった。余計なお節介は焼かない
ぜ，とあらかじめ申し渡してはいたが（それにしては，格安航空券・ホテル・
乗車券の手配から，リスボア周辺と世界遺産エーヴォラのフルガイド，レン
タカーの運転手まで，結局やってしまうのだから，我ながら物好きな），タケ
シときたら，普段の授業で使っているテキストすら持ってきていない（場所は
成田空港。もう手遅れ）。集中講座のテキストはコヴィリャンに着いてから支
給される，しかもＥＵの助成によりタダで，とは伝えていた。だがそれはポル
トガル語で書かれたポルトガル語のテキストに決まっている。一体どうする
つもりか（ここで，絵文字か何かで怒りのカオでも入れたいところだ）。 
* 
数日のリスボア見物を楽しんだあと，8月1日（土曜日）夕刻にコヴィリャン
入り。出迎えてくれたのは，ボランティア世話役のガブリエル（UBI 工学部
生）。さっそくそれぞれの宿舎へ案内してもらう。 
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レジデンシア（研究者寮）は小高い丘の中腹に位置する。わが家は地上
階だったが，下界の新開地と周囲の山々が一望できる。山々にはコヴィリャ
ン行政区に属する村々
フレゲジーア
が点在し，薄
は く
暮
ぼ
の時間から，淡いオレンジ色の街
灯が明
め い
滅
め つ
しはじめる。優しい光景に心が和
な ご
む。晴天・高温・乾燥が続くポル
トガルの夏（滞在中ついに一滴の雨も降らなかった。ただし頻発する山火
事が大問題と化しており，私たちも滞在中幾度かこれを目撃した）。しかし
夜はすっきりと涼しい。澄みきった夜空に煌
こ う
々
こ う
と輝く満月。次の満月が帰っ
てくるまで，ここが生活の拠点だ。 
 
 
リスボア散歩のひとコマ。バイロ・アルトよりサン・ジョルジェ城を望む 
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学生寮は必ず二人部屋（男女別）。借料はひとりあたり 150 ユーロ（電気・
水道料金込み。直
じ か
火
び
の使用を避けるためガスはない）。レジデンシアのほう
は部屋ごとに 240 ユーロ（いずれも一ヵ月）。ふたつの寮は外観こそ同じだ
が，間取りや施設（わが家にはバスタブまであった）など考慮に入れたら，
レジデンシアはすこぶる割安である（電気・水道料金を別途支払っても）。 
* 
8月3日（月曜日）。授業開始の直前，カフェテリアで催された顔合わせのパ
ーティー（UBI 新学長に就任したばかりのジョアン・ケイロース氏も顔を出して
くれたので，小池田冨男学長から託された信書をさっそく伝達する）。 
 
8 月 4 日夜の満月を寓居より撮る。レジデンシアを退去した 9 月 3 日に再び満月が戻る。連
日の晴天のため月の満ち欠けを日ごと追うことができた 
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せっかくポルトガルへ来たのだから，とイベリコ豚を食う。1キログラムあたり3000円弱するか
ら，この国ではかなりの贅沢品 
 
UBIレイトリーア（学長棟）からわがレジデンシアを望む 
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学生たちの顔ぶれは，ＥＵ加盟済みの 9 ヵ国（エストニア，ラトヴィア，リト
アニア――以上がバルト三国――，ハンガリー，スロヴェニア，ドイツ，英国，
チェコ共和国，スロヴァキア）から 16 人。ドイツ（原加盟国）と英国（第一次拡
大の加盟国）のほかは，すべて第五次拡大（2004 年）の加盟国だ。ちなみ
にポルトガルの EU 加盟は第三次拡大（1986 年）に際して。隣国スペインと
一緒であった。EU 加盟交渉が難航するトルコからも，ジャンというあまりムス
リムには見えない青年がひとり。タケシと娘を入れれば全 11 ヵ国から総勢
19 人となる。このメンバーでこれから 9 月 3 日までの共同生活だ。 
でも，ちょっと待てよ。この集中講座，EU の寄付講座ではなかったのかし
ら。トルコは EU 加盟候補国ではあっても未加盟だし。まして日本は……？ 
なんて偏狭かつ杓
しゃく
子
し
定
じょう
規
ぎ
なことは言わない。鷹
お う
揚
よ う
なのだ。本学生のタケシ
はともかく，いくらなんでも，娘は……？ これも構わない。アミーゴが家族
を連れてきた，それもポルトガル語を勉強させるために，というわけで歓迎
の度合いがむしろ高まる（しかも無料。所定のテキストまで頂戴した）。これ
ぞポルトガルの面
め ん
目
も く
躍
や く
如
じ ょ
といったところ。 
exclusion（排除→仲間外れ）ではなく inclusion（包容→友達の輪
わ
）の理念
が一本貫かれた社会は，まことに暮らしやすい（EU 諸国は，上記の理念を
実現するため苦闘の歴史を重ねてきた。しかし理念と現実との間に横たわ
る乖
か い
離
り
は大きい。その狭
は ざ
間
ま
で生ずる矛盾と混乱のかずかずを克服するため
苦闘は今も継続している）。 
* 
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UBI 附近より。かなり高いところにまで住宅地が広がるコヴィリャンの街。ここでは高いところ
にセントロ（中心街）があり，大きな商業施設は丘を下りた新開地にある 
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指導してくれるのはアナ・リタ・カリーリョ先生（Professora Ana Rita 
Carrilho）。UBI で「外国語としてのポルトガル語」を担当する。父君が英国
関係のお仕事をなさっていたと直接伺ったが，御本人に外国暮らしの経験
はない。しかし彼女の話す英語がいかに完璧であるか，私にだって判る。
彼女がゆっくり，明快に，美しく，話してくれる英語を仲立ちに授業が進めら
れる。誰もがハンディキャップを負わずに済む，考えうる限り最も公平な人
工言語――たとえばエスペラント――が現実に普及していない以上，また，
今回のように 11 ヵ国から学生が集まり同一の授業に臨む以上，意思疎通の
道具となるのは英語である。好むと好まざるとにかかわらず，これはやむを
得まい。 
* 
ちょっと脇道に逸
そ
れる。私ども英語以外の外国語を学ぶ者がどう英語と
向き合うか，につき平素考えていることの一端を記す。 
2008 年度から本学は，全学的に履修させる外国語をただひとつに絞
し ぼ
っ
た。すなわち，必修の英語に加え何かもうひとつ別の外国語を選択必修さ
せる，というやり方を廃した。どの外国語も平等に横並び。選択肢は，英語，
漢語（中国語），フランス語，イスパニア語，朝鮮（韓国）語，ドイツ語，そして
ポルトガル語。 
一外国語履修制のもと，圧倒的多数がやはり英語を選ぶのではないか，
という懸念が，私の脳
の う
裡
り
を去らなかった。フタを開けてみると，英語を選択し
た学生は 40 パーセント強。40 パーセントも
・
集まったと考えるべきか，40 パ
168 
12 
ーセントし
・
か
・
来なかったと考えるべきか，見解の分かれるところであろう。 
私としては，基本的に，英語以外の言葉を習う学生は多ければ多いほど
よい，と考える。世界には英米文化のほかに，独自の価値観を背景とする
豊かな文化が無数に存在することを知ったほうがいい。英語一辺倒はまた，
米国化こそすなわちグローバリゼーション，という悲
・
惨
・
な勘違いを招く元
げん
兇
きょう
になりかねない。 
そのことはさておき。ここでちょっと立ち止まって考える。 
ＵＢＩのポルトガル語集中講座。今回は初級コースのみ開講された。授業
は前述のとおり，英語を仲立ちに進められた（初級コースという性格上，説
明に用いられる英語が難解なものであろうはずはない）。 
ポルトガル語は，英語とやや系統の異なるロマンス諸語（ラテン語に起源
を有するもろもろの言語）に属する。ただし，単語の面からも文法の上からも，
英語とは似ても似つかぬコトバである，というわけでは決してない。ちょっと
英語の知識があれば，ポルトガル語を覚える努力は，かなり軽減できる。 
試みに語彙を見てみる。ほんの一例だが，英語の -ty は -dade へ，-tion
は -çãoへ，それぞれほぼ機械的に転換することを知っていれば，たとえば
universidadeや conversaçãoなどの語彙，新たに記憶する必要はない。しか
も英語と異なり，綴りと別個に発音を覚える苦しみを味わう必要もない。ウニ
ヴェルスィダーデとかコンヴェルササォンとかいう調子。労
・
せ
・
ず
・
し
・
て
・
ポルトガ
ル語の語彙をふたつ獲得できたことになる（bと vとの区別，それにポルトガ
ル語を特徴づける鼻音など難しいところもあるけれど）。ただしそれはあくま
外国人のためのポルトガル語夏期集中講座見学の記
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で university と conversation という英単語を知っておれば，の話。 
文法はどうか。ちょっと横道に逸れるが，ポルトガル語に限らずコトバの基
本は挨拶である。ところがBom dia. もBoa tarde. もBoa noite. も，リタ先生は
わざわざ時間を割いて教えはしなかった。子供相手の授業ではない。ほぼ全
員ポルトガル語の知識を持たぬ学生たちではあるが，この程度の挨拶コトバ，
ポルトガルを訪ねる者の最低限マナーとして覚えておくべし，ということだ。で
は，テキストに現われた最初のポルトガル語文はどのようなものか，というと，
それは相手の名を尋ね答える，という表現――。コモ・セ・シャーマ（Como se 
chama?）とか，コモ・テ・シャーマス（Como te chamas?）に対して，シャーモ・メ・
ヒロシ（Chamo-me Hiroshi.）と答える，お馴
な
染
じ
みの表現だ。 
リタ先生はこのやりとりを，実際には存在しない英語文に置き換えます，と前
置きしたうえでこう説明した。すなわちHow do you call yourself? I call myself 
Hiroshi. という具合に。この説明のやり方，実は私自身授業で愛用しているも
のなので，リタ先生も同じように説明なさるかと，思わず膝
ひざ
を打つ。このように
比較する視点を持ち込めば，確かにポルトガル語の発想法がよく判る。 
挨拶コトバに必ず相手の名前を添える。ポルトガル人とつきあって感心
するのは，相手が当方の名前をしっかり覚えようとしてくれることだ。前記の
やりとりをまず覚えさせようとした教授上の意図が，よくわかった。Bom dia, 
Professor Hino. とか Como está, Professor Hino? とか，挨拶を投げかけるそ
の相手の名前を添えて初めて挨拶はちゃんとしたものになると，私たち外
国人学習者は心得るほうがいいと思う。 
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* 
少し前に，「ちょっと英語の知識があれば」と述べたが，初級コースに対
応するため，どれくらいのレベルをめざすか。私ならとりあえずチューサン
英語をめざそう，と呼びかける。チューサン？ 中産階級？ 違う。中三つま
り中学三年程度の英語だ。ただし欲張って，かなり出来のいい中三程度と
しておこうか。バカにしているとかふざけているとか，ゆめ思うなかれ。本学
生に限らずチューサン英語を完
・
全
・
制覇している大学生が，今どき何割いる。
このレベルの英語を手堅く――少々知的な中身を伴って――操
あやつ
る（読む・
書く・話す・聴く）ことができれば，それはもう夢のような話ではないか。 
 
ポルトガルに別れを告げる前日，タケシらを世界遺産の街エーヴォラへ連れてゆく。聖フラ
ンシスコ教会に附属するカペーラ・ドス・オッソス（納骨の礼拝堂）の壁・柱に埋め込まれた
おびただしい人骨。カトリック教会はこうして生の儚さを教えた 
外国人のためのポルトガル語夏期集中講座見学の記
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タケシは中学初めでギブアップした，と言っていたから，高校英語をもう
一度，なんて注文はムチャである。中学初めで躓
つまづ
いているのだから，まず
チューサン英語までおさらいする。それが順序というもの。そしてそのレベ
ルの英語が辛うじて身についておれば……。リタ先生が――英語で――
説明するポルトガル語文法，それをスッキリとオツムへインプットすることが
できたであろうに（ああ，仮定法大過去！）。ところがその力がないから，英
文法の助けを借りることができない。いきおいポルトガル語文法そのものに
対し，記憶容量のあまり大きくないアタマで，クソ暗記を仕掛けるほかなくな
 
剝き出しの死の世界を体感して礼拝堂を出ると，その出口頭上に NOS OSSOS QVE AQVI
ESTAMOS PELOS VOSSOS ESPERAMOS（私ども骨であります。貴殿らが骨になってお
越しになるのをここに居てお待ちいたします）の一文。OSSOS と VOSSOSが掛け言葉にな
っている 
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る。クソ暗記を仕掛けたその対象がすべて脳味噌に塗りつけられるのなら，
それで結構，何も文句はつけない。ただ，それができないから困るのだ。 
タケシには，現地で直接次のようなことをしゃべった（リッパなオハナシを
しているつもりでも，いつもの悪癖で，必ずギャグを絡める。だから，オモシ
ロ半分のつもりはさらさらなくとも，タケシが深刻に，マジメに，受け止めたか
どうかは，不明）。 
――以下のことを，もし痛感できたら，UBI 初級コースに参加した甲斐は
あったというべきだ。すなわち，英語（しつこいがチューサン程度のそれ）は
タケシへ苦痛をもたらすのではなく，ポルトガル語を学ぶため有益なお助
けツールになる。もし，これが心
し ん
底
そ こ
理解できないのなら，残念だけど，外国
語など諦
あきら
めなさい，それより，せめて日本の高級紙でも読めるようになった
ほうがいい。あるいはまた，ハガキやら手紙やらを，きれいな日本語で書け
るよう精
しょう
進
じ ん
するほうがいい，母語の堅実な素養に支えられていない外国語
など先方の嘲笑を招くだけだ，オレはそう思うが，どうだ……（タケシにはち
ょっとムズカシすぎたか） 
* 
初歩的英語力が充分でないのは必ずしもタケシひとりではなく，チェコ共
和国とスロヴァキアから来た女子学生ひとりずつもそうであるらしかった。リ
タ先生から，小旅行ゆきかえりの車中や旅先のカフェで伺ったお話は実に
楽しく，しかも有益であったが，アルメイダ（後述）のカフェでおっしゃった言
葉が，特に印象に残る。「やさしい英語もわかってもらえないので，教えにく
外国人のためのポルトガル語夏期集中講座見学の記
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い，と言うのが率直なところだけれど……」と前置きし，リタ先生はこう続けた
―― 
「もし私が，日本語や，チェコ語・スロヴァキア語を話せたら，タケシや彼
女らにもっとポルトガル語を覚えてもらえるのに。でも，これらの言葉にまで
は，とても手が廻らなくて……」 
なんと謙虚で思いやりのある言葉であろう。英語こそ唯一の「世界共通
語」だと一点の疑いもなく信じている人であれば，このような言葉きっと口に
しないはずである。この集中講座でポルトガル語を教えるに際し，英語はあ
くまで「 次
セカンド
善
・ベスト
」の道具にすぎず，少なくとも理念のうえでは，このコトバが絶
対唯一の手段であってよいはずはない――。リタ先生はあれだけみごとな
英語を駆使なさるのに，上のような基本的考えをお持ちなのだ。 
* 
午前・午後にわたり授業があるのは木曜日。その他の平日は午前のみ。
総計 100 時間のポルトガル語漬けである。 
愉快だったのは，ジョルナール jornal（壁新聞）と称する，週に一度課さ
れるトラバーリョ・デ・カーザ trabalho de casa（宿題）。ある課題のもと，画像を
ふんだんに用いた自由作文をしたため，電子メールの添付ファイルを用い
て週末のうちにリタ先生へ送信する。リタ先生がそれをまとめて編集し，皆
の PC へ送り返す。作文は皆が自由に閲覧できる。 
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たとえば，ドイツのマイケルの作文。統一の課題「ポルトガルでサヴァイヴ
ァルするために」に対し，マイケルは冒頭こんな洒
しゃ
落
れ
た文章で書き出してみ
せた。 
Uma coisa importante para a sobrevivêcia em Portugal é ter um estômago 
forte.（ポルトガルで元気にやってゆくために大事なことがひとつある。それ
は丈夫な胃袋を持つことだ） 
何か楽しい理由を見つけては（あるいは見つからなくても），友達と飲ん
だり食べたりすることが大好きなポルトガル人。たっぷりお料理とおいしいヴ
ィーニョ（ブドウ酒）に加え，〆
しめ
には超がつくほど甘いデザートが出てくる。
 
セーラ・ダ・エストレーラには固有の呼び名を有する奇岩怪石が幾つもある。この「ヴィリア
ートの腕」もそのひとつ。ヴィリアートは古代ローマ軍に抵抗したルシタニアの英雄。コヴィリ
ャンの写真店が発売する絵葉書。©ILFOTO 
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それに負けないようにするために……，というわけだが，おそらくはドイツ語
の構文を念頭に置き，単語をそのまま置き換えれば，上記のようなポルトガ
ル語が自然に出来るのであろう。 
私など語学で口に糊
の り
する輩
やから
が感心してしまうのは，不定冠詞 um の使い
方。いろいろなタイプの胃袋があるなかで，ポルトガル・グルメの洗礼に耐
えうるヒトツの強い胃袋（どの胃袋と特定しているわけではないから定冠詞
は間違い），という発想なのであろう。日本語には冠詞が存在しないから，
ポルトガル語文章を書くとき冠詞には特に神経をとがらせるが，とにかく冠
詞ひとつに，ヨーロッパ論理学のイロハを垣間見るようで，嬉しくなる。 
ちなみにタケシの作品をおそるおそる覗
の ぞ
いてみたら，こんなこと（だけ）書
いてある。 
Falar português! Falar inglês! Comunicação sorridente!（ポルトガル語を話
す！ 英語を話す！ ニコニコ・コミュニケーション！）。 
ニコニコ・コミュニケーション！ 何じゃこれは。いったんひっくり返ったが，
日本人には何となくわかるか……，と気を取り直す（日本人にだけわかって
もしようがないけど）。戦国時代に来日して日本で永年暮らしたポルトガル
人宣教師ルイス・フロイスが『日欧文化比較』という小冊子の中でこんなこと
を書いている。 
「我ら（ヨーロッパ人）の間では挨拶は，朗
ほ が
らかでしかも厳粛な表情で行な
われる。日本人は常に必ず偽
・
り
・
の
・
薄
・
笑
・
い
・
でもってそれを行なう」 
このフロイスの短文（もちろんポルトガル語）どこかで板書した記憶がある
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のだが，タケシはこれを踏まえたのかな（そんなわけないか）。原文を，ヨゼ
フ・フランツ・シュッテ師の校訂テキストから引用すると―― 
«Antre nós as cortezias se fazem com rosto sereno e grave; | os Japões 
sempre infalivelmente com rizinhos finjidos.» 
この jornal であるが，第一回に際し，こんなことがあった。課されたテーマ
は，「先週の出来事」。コヴィリャン入りする前，私たちは数日のリスボア散歩
を楽しんだから，それについて書き綴ればいい。そこでタケシに命じ，さき
ごろ訪ねたリスボア市内の世界遺産ジェロニモス修道院（Mosteiro dos 
Jerónimos）・ベレンの塔（Torre de Belém）や，国立アズレージョ博物館
（Museu Nacional do Azulejo），それから市内散策の印象を，とりあえず日
本語で書き出させてみた。 
ところがこれが，なかなかうまくゆかぬ。 
* 
上記との関連が皆無なわけでもないので，ちょっと脇道に逸れることを許
して欲しい。 
達意にして平明，誤解される余地のなるべく小さな，場違いな雰囲気の
漂
ただよ
わない，可能な限り豊かな表現力と，心地よいリズムをそなえた日本語を
書く（以上を実現するため，ひょっとすると，日本語を外国語として捉
と ら
える，
という意識が重要かもしれぬ）。これらの条件を満たした日本語で，心から
伝えたいことを記す。そこにはおそらく，静かな躍動感が溢
あ ふ
れているであろ
う。 
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翻訳の場合もその事情は変わらない。私はと言えば，葡文史料を日本語
へ訳すのみならず，和文史料をポルトガル語へ訳しもするから，前述したよ
うな条件はポルトガル語を書く際にもクリアしたい……。及ばずながら私は
そう考え，教養諸学や基礎ゼミの学生へその願いを伝える。 
ではどうしたら，前述のような日本語を書けるようになる？ 熱心な学生な
らそう問いかける。それは……と気負いこみ，学生が多少興味を示したとこ
ろを見計らって，それはホンヲヨムコトダ，と突き放してやると，学生はたい
てい拍子抜けしたように，ソレダケカイ，という表情を浮かべる。御不満でし
ょうが，それだけである，それしかない。面白い本だったら何でもいい（私が
朗読カセットから丸暗記してしまった『ヴィヨンの妻』とか），感想文なんか書
かないでいい，読書がオモシロイと思うこと，それ自体が一番大事だからだ，
といつも言っている。カンタンな話ではないか。 
* 
閑話休題（本題へ戻る）。 
「ホンヲヨム」という習慣。残念ながらタケシには，皆無とは言わずとも，ま
あ，あまりない。だから，作文の習慣は身につかない。でも今（オトナになり
きる前に），うるさく，しつこく，ソレッテケッコウヤバイデスヨ，と言ってやるの
が真の老婆心というもの。いいオトナがうすみっともない日本語を使うのを
見聞きするにつけ，つくづくそう思う。その本意が伝わるなら，煙
け む
たがられ，
うるさがられ，忌
い
み嫌
き ら
われて，私は本
ほ ん
望
も う
である。 
タケシには，ベレンの塔で見た地下牢の印象が強かったらしい。じゃそ
178 
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れ書け，日本語でいい，と言うと，なにやら書いてくるのだが，まあ，はっきり
言って，支
し
離
り
滅
めつ
裂
れつ
である。どうせ私がタケシに代わってポルトガル語へ直す
のだ，こんなシロモノにつきあわされてはたまらぬ。だから超単純な三段論
法（？）でゆく，と決め，私
・
が
・
作文しそれをポルトガル語へ直した（傍
はた
で見て
いた娘が，お父さん，やめなさい，クセになる，と怒った。そっちが正論だろ
うなあ。正論なんか，あまり好きじゃないけど）。 
その要旨（というより本文そのもの）は次のとおり。 
①ベレンの塔はポルトガル大航海時代の象徴だ。栄光のモニュメントだ
（日埜注――ヴァスコ・ダ・ガマたちは，国王臨席のもと，ベレンの塔の前で
航海の無事を祈るセレモニーを行なった）。②だが近世，ここは政治犯の牢
獄に転用された。地下牢で政治犯は拷問にかけられた。眠ることを許さな
い，という拷問だ（日埜注――ここには満潮時にだけ，テージョ河口の汽
き
水
すい
が侵入し地下牢を浸す）。③どんな歴史的モニュメントにも，光と闇がある。
以上。 
これなら，ちょっと気の利いたチューサン英語（いやチューサン葡語だ）
でゆけそうだ。それでも私の手が加わっていること，リタ先生にはミエミエで
ある。でも，実のところ私としては，それでいいと思っている（教わったことが
本当に血肉になるのなら）。よく考えた末，ひとの智
ち
慧
え
を借りる。わからぬこ
とは恥ずかしがらず――堂々と――質問し，そして教えを仰ぐ。リタ先生は
授業中，疑問があれば質問しなさい，その場で答えます，と幾度おっしゃっ
たであろう。 
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* 
この trabalho de casa を提出する方法に関連して，今後のため，絶対に書
き添えておかねばならないことがひとつ。 
それは，PC を持参しなかったのが 19 人中，タケシひとりだけだったという
ことだ（外国遊学に PC を持ち歩くなど，ヨーロッパ組にとっては自明なので
あろう）。必ず持参するようにという UBI からの事前のお達しはなかった。本
当に。だからイヂワルして伝えなかったわけではない。でも，五
い
十
そ
路
じ
も半
な か
ば
の教員が，常住，PC とふたり連れなのだ。どうしましょう，という問い合わせ
くらいせい。 
PC を買うカネなんかない？ それにしては，一箱 3.5 ユーロのタバコ（1
ユーロ＝140 円として 500 円弱。これはヨーロッパでは最悪の安値である。
ちなみに英国は 7 ポンド）をパティオでふかしていたではないか（閉
へ い
塞
そ く
空間
での喫煙はどこでも一切厳禁）。仕方ないから，レジデンシアで，娘か私の
PC を使い，送信させるしかなかった。 
* 
充実した授業の合間を縫うように提供されるかずかずの actividades
（activities）つまり課外活動。これが本当に予想を大きく上回る充実ぶりであ
った。日帰りの小旅行（後述），名物料理を格安で楽しむ夕食会（たった 10
ユーロで地元産ヴィーニョ込みのフルコース），ポルトガル民俗舞踊のワー
クショップ，コンサート，水泳（水浴）――ポルトガル内陸の炎天下，水遊び
がどんなにありがたいか，すぐ判る――，私はとうていつきあいきれなかっ
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24 
たけれど，週末は判
は ん
で捺
お
したように，ディスコ（ときどきカラオケ）。 
日曜日深夜は毎週，朝 5 時まで騒いで，シャワー浴びて，まどろんで，9
時半からの授業にハレバレとした顔で現われる。ヨーロッパの若者は，男も
女も体力
たいりょく
底
そ こ
なしか，と思ったものだ。 
月並みなツアーでは，まずスケジュールに入らない観光スポットの数々。
私どもは毎週末，UBI のミニバスに乗せてもらってそれらを訪ねた（この小
旅行も，EU の経費負担と UBI の厚意により自己負担ゼロ！）。 
たとえば，1500 年ヨーロッパ人として初めてブラジルへ到達したペドロ・
アルヴァレス・カブラルの出身地ベルモンテ（きわめて保存状態のよい中世
城郭が残る），珍しい化石が続々出ている寒村ペーニャ・ガルシーア，「ポ
ルトガルで一番ポルトガルらしい村」（a aldeia mais portuguesa de Portugal） 
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モンサントの民家 
 
モンサントの街並み 
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というキャッチコピーで知られるモンサント（巨大な自然石がそのまま民家・
カフェの内壁・外壁・天井に転用されているさまは，必見！），コヴィリャンの
すぐ背後に広がるセーラ・ダ・エストレーラと，ポルトガルの最高地点トーレ
（標高 1993 メートル），世界遺産指定をめざす要塞都市アルメイダ……。ア
ルメイダでは，ナポレオン戦争の模擬戦がプログラムされた祝祭に招かれ，
その模擬戦に参加した（19 世紀初ポルトガル庶民のコスチュームに身を包
み，侵入してきたフランス騎馬兵をからかい，挑発し，最後は，雄
お
叫
た け
びを上
げつつ城門へ駆け込み勝
か ち
鬨
ど き
を上げる，というのが，私たちへ与えられた役
回り）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アルメイダで行なわれたナポレオン戦争を記念する模擬戦に参加するため学生たちはこん
な衣裳を纏った。19 世紀初のポルトガル農民や牧人のいでたち 
外国人のためのポルトガル語夏期集中講座見学の記
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* 
9 月 3 日。夕食会を兼ねた修了証書の授与式。 
3 名の副学長（学術・教務・渉外をそれぞれ担当）が揃って出席してくれ
た。食事も終わりに近づき，副学長から直接ひとりひとりへ修了証書（成績
が記入されている）が手渡される。 
評価は 20 点満点の 6 段階（①Excelente, ②Muito bom, ③Bom, ④
Satisfaz, ⑤Suficiente, ⑥Fraco）。9 点以下が Fraco すなわち不合格。ふた
りの不合格者が出るなか，タケシはすれすれの 10 点！ どうしようもない当
初のトンチンカン的状況から這
は
い上がり，滑
すべ
り込みセーフで，めでたし，め
 
空から見たアルメイダ。この要塞の形状からこの街はエストレーラ・ド・インテリオール（内陸
部の星）と称される。アルメイダ市発行の絵葉書。© Município de Almeida 
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でたし（と，言いたいところだが，カンチガイは禁物。ヒロシのカオに泥を塗
らぬように，とリタ先生が優しく気遣ってくれたとしか，私にはどうしても思え
ぬ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほかのＥＵ圏はどうだか知らないが，ポルトガルの大学では，試験結果
は掲示板などに完全公開される。そうしないと，命綱である奨学金の授
じ ゅ
与
よ
・
剝
は く
奪
だ つ
・増額・減額をめぐり，疑
ぎ
心
し ん
暗
あ ん
鬼
き
を生じて大変なことになるであろう。 
成績より何より，タケシは，一ヵ月強のsobrevivência（survival）をやってのけ
た。皆からのイジラレ役として親しまれ，ともかく「生き抜く」ことに成功した。繊
せん
弱
じゃく
な優等生ではぶっ倒れていた可能性もある（それくらいよく学びよく遊ぶの
 
エストニアのトーマスが中世ヨーロッパの騎士よろしく，リタ先生へ謝恩の記念品を「捧呈」し
ているところ 
外国人のためのポルトガル語夏期集中講座見学の記
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だ，ヨーロッパの大学生は）。 
それにしても，この程度の海外サヴァイヴァルの旅。なぜもっと，学生たち
は，好き勝手に，主体的に，行き先も自己決定したうえで，敢行しないのだろう
（添乗員にお客さま扱いされての“研修”旅行など，どこがオモシロイのか）。 
2～3 歳のときリスボアの保育園でわらべ唄を習ったことがある娘（ポルト
ガル語体験はそれだけ）は 18 点。マイケル（上述）と首位を分けあった。よ
ほど楽しい授業だったのであろう。 
* 
公的支出に占める教育費の比率，そして GDP（国内総生産）に占める教
育費の割合。日本はいずれも OECD（経済協力開発機構）加盟 30 ヵ国中，
最低なのだそうだ。辛うじて日本の下にはただひとつギリシアが控えている
ようだが，とにかく，教育に対する公的投資額たるや，マトモとされる国々の
うち（こんな表現，適切なのかどうか知らないが）日本は最低，と躊
ちゅう
躇
ち ょ
なく分
類して差し支えない（その分，家庭から持ち出される教育費が莫大なものに
なる）。 
ポルトガルはどうかと見てみると，上記の数値いずれも優良とは言いがた
いが，それでも日本よりはかなり上である（そのかわり，たとえば高速道やら
何やらのインフラストラクチュアはショボイものだろう，ですって？ いいえ。
ウソだと思うなら，試みに，コヴィリャン周辺の高速道――無料。路肩が広く
て快適そのもの――を一度，体験してみなさい）。 
児童・家族関連の社会支出が GDP に占める比率（日本は 0.8 パーセン
186 
30 
ト）にいたっては，欧州諸国の平均（2～3 パーセント）に比べ，日本は惨
さん
憺
たん
たる低さだ。OECD加盟諸国中の最下位でないことを切に願う。 
教育最貧国。要するに，私たちは，税金の使い方を誤ったのだ。 
いずれヒコーキなんか一機も来なくなる空港へ，性懲りもなく，死
し
に金
がね
を
垂れ流そうとする茨城県（そうまでしてかねを捨てなきゃならぬ複雑怪奇な
ワケがあるのだな，きっと。空港無用という点で茨城に勝る好適地はあるま
いに）。そこからノコノコやってきた私どもに対し，UBI は，何の疑いもなく，
集中講座への参加を認めた――何遍でも言うが，無償で。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペーゾ・ダ・レグアの街からブドウ畑を望む。ドウロ河流域のブドウ畑・ブドウ栽培をめぐる文
化的景観が 2001年世界遺産に登録された 
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滔々と流れるドウロ河。川風に吹かれてしばしうたた寝。贅沢に時間をつぶした後，陽も傾
いたので帰路に就く。ペーゾ・ダ・レグア郊外にて 
 
収穫したブドウを男たちが素足で圧搾する。1900 年頃の写真。António Barreto, Douro, 
Fotografias de Emílio Biel Alvão & Maurício Abreu, Edições INAPA, 1993 より 
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さらに。ひそかに感心したのだが，なんでここに日本人が混ざっているの
だ，という妙なソブリやメツキには，一度たりとも出会わなかった。UBI 関係
者は言うまでもなく，EU 圏の学生の間でも。好きでやってきた者をくだらぬ
形式主義で――ましてやレイシズムで――拒む，そんなことはないほうが
いいに決まっている。 
もう一度，言う。exclusion（排除→仲間外れ）ではなく inclusion（包容→友
達の輪
わ
）の理念が一本貫かれた，少なくとも，それを貫こうとする努力を不
断に怠らぬ社会は，心地よく，快適である。 
EUエラスムス・プログラム。その恩恵に私どもは，ちゃっかりタダノリしてし
まった（本来その資格もないのに）。ただしそれはかえって，EU域内の学生
たち以上に大きな重荷を背負う，ということでもある。心
こころ
したい。 
